
JP 2019-93674 A 2019.6.20

10

(57)【要約】
【課題】後処理を含む印刷指示に対する印刷が停止した
場合に印刷を再開したときの再開位置を確認できるよう
にする情報制御装置、情報制御システム及びプログラム
を提供する。
【解決手段】情報制御装置は、部単位で印刷された用紙
に後処理を行う後処理部と、後処理の施された用紙を部
単位で重ねて集積する集積部とを備えた印刷装置を制御
する、印刷装置による印刷の途中において、印刷が停止
し、印刷を再開する場合、印刷が停止したときに排出中
であった部を示す目印を挿入するように印刷装置を制御
する制御部を備える。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　部単位で印刷された用紙に後処理を行う後処理部と、前記後処理の施された用紙を部単
位で重ねて集積する集積部とを備えた印刷装置を制御する、
　前記印刷装置による印刷の途中において、前記印刷が停止し、印刷を再開する場合、前
記印刷が停止したときに排出中であった部を示す目印を挿入するように前記印刷装置を制
御する制御部を備えた情報制御装置。
【請求項２】
　前記制御部は、前記目印として、前記集積部に集積したときに他の用紙からはみ出る用
紙を、再開後の最初の部の前に挿入するように制御する請求項１に記載の情報制御装置。
【請求項３】
　前記再開位置を示すために挿入される前記はみ出る用紙は、前記停止するまで使用して
いた用紙と同じサイズの用紙をオフセットして排出したもの、または前記停止するまで使
用していた用紙と搬送方向に対する向きが異なる用紙である請求項２に記載の情報制御装
置。
【請求項４】
　前記再開位置を示すために挿入される前記はみ出る用紙は、前記停止するまで使用して
いた用紙とサイズの異なる用紙である請求項２に記載の情報制御装置。
【請求項５】
　前記制御部は、前記目印として、再開後の最初の部を、オフセットして、または前記停
止するまでとは搬送方向に対する向きを変えて排出するように制御する請求項１に記載の
情報制御装置。
【請求項６】
　前記制御部は、前記目印として、前記再開後の最初の部を、オフセットして、または前
記停止するまでとは搬送方向に対する向きを変えて排出する場合には、その旨を通知する
請求項５に記載の情報制御装置。
【請求項７】
　前記後処理は前記部単位で行われ、前記制御部は、前記印刷が停止したときに排出中で
あった部を示す目印を挿入するように制御する請求項１に記載の情報制御装置。
【請求項８】
　前記制御部は、前記目印として、印刷が停止するまで使用していた用紙とサイズが同じ
で搬送方向に対する向きが異なる用紙、又は印刷が停止するまで使用していた用紙とサイ
ズの異なる用紙を、印刷再開後最初に部単位で後処理が行われた部の前に挿入するように
制御する請求項７に記載の情報制御装置。
【請求項９】
　前記制御部は、前記目印として、印刷再開後最初に部単位で後処理が行われた部を、オ
フセットして、または前記停止するまでとは搬送方向に対する向きを変えて排出するよう
に制御する請求項７に記載の情報制御装置。
【請求項１０】
　部単位で印刷された用紙に後処理を行う後処理部と、前記後処理の施された用紙を部単
位で重ねて集積する集積部とを備えた印刷装置と、
　前記印刷装置による印刷の途中において、前記印刷が停止し、印刷を再開する場合、前
記印刷が停止したときに排出中であった部を示す目印を挿入するように前記印刷装置を制
御する制御部を備えた情報制御装置と、
　を備えた情報制御システム。
【請求項１１】
　部単位で印刷された用紙に後処理を行う後処理部と、前記後処理の施された用紙を部単
位で重ねて集積する集積部とを備えた印刷装置を制御するコンピュータを、
　前記印刷装置による印刷の途中において、前記印刷が停止し、印刷を再開する場合、前
記印刷が停止したときに排出中であった部を示す目印を挿入するように前記印刷装置を制
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御する制御部として機能させるプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、情報制御装置、情報制御システム及びプログラムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、複数ページの印刷処理中において紙詰まり等の何らかの原因により印刷が停止し
た場合、その後印刷を再開したとき再開した位置でページの抜けやページの重複等がない
か確認するために、印刷を再開した位置がわかるようにしたいという要望があった。それ
に対して例えば、印刷処理の続きが再開された位置を認識し易くすることが可能な印刷装
置の制御装置が提案されている（例えば、特許文献１参照）。
【０００３】
　特許文献１に開示された印刷装置の制御装置は、正常な印刷物の排出を妨げる障害が発
生した場合、障害が解消された後に印刷処理を再開したとき、再開前に正常に排出された
印刷物と再開後に排出される印刷物との間に目印を挿入するようにしたものであり、例え
ば、印刷処理に用いられる印刷媒体と異なる種類のシートを目印として挿入するようにし
ている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００８－２６２１０３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　印刷物をずらして排出するオフセット機能を備えた排出トレイに印刷物を排出する場合
には、印刷指示が後処理を含む場合であっても、印刷再開後の再開位置を示す目印として
、印刷再開後、最初に印刷物が排出される前に、印刷物とは異なるシートを１枚、今まで
排出された印刷物に対してずらして排出したり、再開後の最初の１枚目の印刷物を今まで
とはずらして排出したりすることなどが行われており、後処理が正確に行われず再開位置
が分かりにくい場合があった。
【０００６】
　そこで本発明の課題の一つは、後処理を含む印刷指示に対する印刷が停止した場合に印
刷を再開したときの再開位置を確認できるようにする情報制御装置、情報制御システム及
びプログラムを提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
［１］部単位で印刷された用紙に後処理を行う後処理部と、前記後処理の施された用紙を
部単位で重ねて集積する集積部とを備えた印刷装置を制御する、
　前記印刷装置による印刷の途中において、前記印刷が停止し、印刷を再開する場合、前
記印刷が停止したときに排出中であった部を示す目印を挿入するように前記印刷装置を制
御する制御部を備えた情報制御装置。
［２］前記制御部は、前記目印として、前記集積部に集積したときに他の用紙からはみ出
る用紙を、再開後の最初の部の前に挿入するように制御する前記［１］に記載の情報制御
装置。
［３］前記再開位置を示すために挿入される前記はみ出る用紙は、前記停止するまで使用
していた用紙と同じサイズの用紙をオフセットして排出したもの、または前記停止するま
で使用していた用紙と搬送方向に対する向きが異なる用紙である前記［２］に記載の情報
制御装置。
［４］前記再開位置を示すために挿入される前記はみ出る用紙は、前記停止するまで使用
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していた用紙とサイズの異なる用紙である前記［２］に記載の情報制御装置。
［５］前記制御部は、前記目印として、再開後の最初の部を、オフセットして、または前
記停止するまでとは搬送方向に対する向きを変えて排出するように制御する前記［１］に
記載の情報制御装置。
［６］前記制御部は、前記目印として、前記再開後の最初の部を、オフセットして、また
は前記停止するまでとは搬送方向に対する向きを変えて排出する場合には、その旨を通知
する前記［５］に記載の情報制御装置。
［７］前記後処理は前記部単位で行われ、前記制御部は、前記印刷が停止したときに排出
中であった部を示す目印を挿入するように制御する前記［１］に記載の情報制御装置。
［８］前記制御部は、前記目印として、印刷が停止するまで使用していた用紙とサイズが
同じで搬送方向に対する向きが異なる用紙、又は印刷が停止するまで使用していた用紙と
サイズの異なる用紙を、印刷再開後最初に部単位で後処理が行われた部の前に挿入するよ
うに制御する前記［７］に記載の情報制御装置。
［９］前記制御部は、前記目印として、印刷再開後最初に部単位で後処理が行われた部を
、オフセットして、または前記停止するまでとは搬送方向に対する向きを変えて排出する
ように制御する前記［７］に記載の情報制御装置。
［１０］部単位で印刷された用紙に後処理を行う後処理部と、前記後処理の施された用紙
を部単位で重ねて集積する集積部とを備えた印刷装置と、
　前記印刷装置による印刷の途中において、前記印刷が停止し、印刷を再開する場合、前
記印刷が停止したときに排出中であった部を示す目印を挿入するように前記印刷装置を制
御する制御部を備えた情報制御装置と、
　を備えた情報制御システム。
［１１］部単位で印刷された用紙に後処理を行う後処理部と、前記後処理の施された用紙
を部単位で重ねて集積する集積部とを備えた印刷装置を制御するコンピュータを、
　前記印刷装置による印刷の途中において、前記印刷が停止し、印刷を再開する場合、前
記印刷が停止したときに排出中であった部を示す目印を挿入するように前記印刷装置を制
御する制御部として機能させるプログラム。
【発明の効果】
【０００８】
　請求項１、１０及び１１に係る発明によれば、後処理を含む印刷指示に対する印刷が停
止した場合に印刷を再開したときの再開位置を確認することができる。
　請求項２に係る発明によれぱ、再開後の最初の部の前に目印となる用紙を挿入するので
部単位の印刷指示においても再開位置を確認することができる。
　請求項３に係る発明によれば、今までと同じ用紙をオフセットして挿入し、または搬送
方向に対する向きが異なる用紙を挿入するので再開位置を確認することができる。
　請求項４に係る発明によれば、停止前とは異なるサイズの用紙を挿入するので再開位置
を確認することができる。
　請求項５に係る発明によれば、再開後の最初の部をオフセットして、または搬送方向に
対する向きを変えて排出するので再開位置を確認することができる。
　請求項６に係る発明によれば、最初の部をオフセットして、または搬送方向に対する向
きを変えて排出する旨を通知するので再開位置を確認することができる。
　請求項７に係る発明によれば、後処理が部単位で行われる場合にも再開位置を確認する
ことができる。
　請求項８に係る発明によれば、再開後の最初の部の前に目印を挿入するため、後処理が
部単位で行われる場合にも再開位置を確認することができる。
　請求項９に係る発明によれば、印刷再開後最初に部単位で後処理が行われた部をオフセ
ットして、または搬送方向に対する向きを変えて排出するので再開位置を確認することが
できる。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
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【図１】図１は、本発明の第１の実施の形態に係る印刷制御システムの概略構成の一例を
示す図である。
【図２】図２は、印刷制御装置の概略構成の一例を示すブロック図である。
【図３】図３は、印刷装置の概略構成の一例を示すブロック図である。
【図４】図４は、第１の実施の形態における印刷制御装置の動作の一例を示すフローチャ
ートである。
【図５】図５は、第１の実施の形態において再開位置を示すために白紙を挿入する様子を
示す図である。
【図６】図６は、再開位置を示す用紙を挿入する際に表示されるメッセージの一例を示す
図である。
【図７】図７は、第２の実施の形態における印刷制御装置の動作の一例を示すフローチャ
ートである。
【図８】図８は、第２の実施の形態において再開位置を示すために次の部をオフセットし
て排出する様子を示す図である。
【図９】図９は、再開位置を示すため次の部をオフセットして排出する際に表示されるメ
ッセージの一例を示す図である。
【図１０】図１０は、印刷再開処理時の設定を行う場合のＧＵＩ画面の一例を示す図であ
る。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
［第１の実施の形態］
　以下、本発明の第1の実施の形態について図面を参照して詳細に説明する。
【００１１】
（印刷制御システムの構成）
　図１は、本発明の実施の形態に係る印刷制御システムの概略構成を示す構成図である。
なお、印刷制御システムは、情報制御システムの一例である。
【００１２】
　図１に示すように、印刷制御システム１は、印刷制御装置２と、印刷装置３と、端末装
置４とをそれぞれネットワーク５で接続して構成される。なお、印刷装置及び端末装置４
は、同図では単体を示すが、それぞれ複数台設けられていてもよい。
【００１３】
　印刷制御装置２は、端末装置４からの要求に応じて印刷装置３における印刷の実行を制
御する。また、印刷装置３の印刷処理中に印刷の停止の原因となるような障害の発生を監
視し、障害の内容に応じて、印刷停止後の印刷装置３の印刷再開処理を制御する。なお、
印刷制御装置２は、情報制御装置の一例である。
【００１４】
　印刷装置３は、端末装置４の要求に基づき印刷制御装置２を介して印刷を実行し、印刷
物を出力する。印刷装置３は、印刷機能の他に、スキャナ、ファクシミリ等の他の機能を
有していてもよく、また単一のユニットのみならず、各機能に対応した複数のユニットか
らなるものでもよい。
【００１５】
　端末装置４は、ＬＣＤ（Ｌｉｑｕｉｄ　Ｃｒｙｓｔａｌ　Ｄｉｓｐｌａｙ）等の表示部
やキーボード、マウス等の操作部を有し、操作部に対する操作内容に応じて印刷制御装置
２から印刷指示が印刷装置３に送られるようになっている。
【００１６】
　ネットワーク５は、ＬＡＮ（Ｌｏｃａｌ　Ａｒｅａ　Ｎｅｔｗｏｒｋ）やインターネッ
ト等であって、有線、無線は問わない。
【００１７】
（印刷制御装置の構成）
　図２は、印刷制御装置２の構成の一例を示すブロック図である。
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【００１８】
　印刷制御装置２は、制御部２０、記憶部２１、通信部２２及び操作表示部２３を有して
いる。
【００１９】
　制御部２０は、ＣＰＵ（Ｃｅｎｔｒａｌ　Ｐｒｏｃｅｓｓｉｎｇ　Ｕｎｉｔ）、メモリ
等から構成され各部を制御するとともに各種のプログラムを実行するものである。記憶部
２１は、ＨＤＤ（Ｈａｒｄ　Ｄｉｓｋ　Ｄｒｉｖｅ）やフラッシュメモリ等の記憶装置か
ら構成され情報を記憶するものである。制御部２０及び記憶部２１については後でさらに
詳しく説明する。
【００２０】
　通信部２２は、ネットワーク５を介して印刷装置３並びに端末装置４と通信するもので
ある。操作表示部２３は、いわゆるユーザインターフェースであり、ユーザに画像等の情
報を提示しつつ、ユーザからの指示入力を受け付けるＧＵＩ（Ｇｒａｐｈｉｃａｌ　Ｕｓ
ｅｒ　Ｉｎｔｅｒ　Ｆａｃｅ）、タッチパネル等で構成され、特に限定されるものではな
い。
【００２１】
　制御部２０は、後述する記憶部２１に記憶された印刷制御プログラム２１０を実行する
ことで、印刷指示管理部２００、印刷制御部２０１、障害検知部２０２及び通知部２０３
として機能する。
【００２２】
　印刷指示管理部２００は、端末装置４から送られた印刷指示を管理するものであり、印
刷指示を印刷制御部２０１に通知する。印刷制御部２０１は、印刷指示を印刷装置３に通
知して印刷の実行を制御するものである。特に、印刷制御部２０１は、印刷が停止した後
、印刷を再開するときの処理の設定をするとともに、印刷再開処理を制御する。この印刷
停止後の印刷再開処理については、後で詳しく説明する。
【００２３】
　障害検知部２０２は、印刷装置３から送信される情報に基づいて印刷処理動作を監視し
、例えば紙詰まり（ペーパージャム）等の印刷障害を検知する。印刷装置３が印刷を停止
する障害としては、紙詰まりに限定されるものではなく、用紙切れ等あるいは印刷装置３
が後処理部を備えている場合に後処理部の不具合によるもの等の物理的な原因の他、ユー
ザによって一時的に停止されるような場合も含まれる。また、印刷障害が発生する場所も
印刷装置３の様々な場所が考えられ、詳しくは後述するが障害発生個所に応じた印刷再開
処理が行われる。
【００２４】
　通知部２０３は、印刷再開処理において、再開位置を示すための目印を付与する旨をユ
ーザに通知するものである。例えば、再開位置を示すために印刷再開時に目印となる用紙
を挿入する場合には、用紙が挿入された旨が通知される。再開位置を示すことにより、印
刷が停止したときに排出中であった部を確認することができる。なお、この通知は操作表
示部２３に表示されるが、端末装置４にも通知して表示するようにしてもよい。
【００２５】
　記憶部２１は、制御部２０を上述した各部２００～２０３として動作させる印刷制御プ
ログラム２１０、印刷再開処理情報２１１等を格納する。印刷再開処理情報２１１は、印
刷が停止したときに、すでに印刷された用紙が排出された箇所及びどこから印刷を再開す
るかを示す情報等を含む、印刷制御部２０１に設定された印刷再開処理に関する情報であ
る。
【００２６】
（印刷装置の構成）
　図３は、印刷装置３の概略構成の一例を示すブロック図である。
【００２７】
　印刷装置３は、給紙部３０、印刷部３１、集積部３２及び後処理部３３とから構成され
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ている。給紙部３０は、複数の給紙トレイ（給紙トレイＡ３００、給紙トレイＢ３０１、
給紙トレイＣ３０２）を備え、各給紙トレイに例えばそれぞれ同サイズで向きの異なる用
紙あるいはサイズの異なる用紙等を格納している。そして給紙部３０は、印刷時には適当
な給紙トレイ（３００～３０２）から用紙を取り出し、印刷部３１に給紙する。印刷部３
１は、給紙部３０から給紙された用紙に印刷を行い、印刷済みの用紙を集積部３２に排出
する。
【００２８】
　集積部３２は、印刷部３１から排出された用紙を受け取り、取り出し易いように集積す
るものであり、用紙を集積する複数のトレイを有している。図では、用紙を集積するため
の３つのトレイが表示されており、一番上のトレイはトップトレイ３２０で、下の２つは
スタッカトレイ３２１、３２２である。
【００２９】
　ここで、スタッカトレイ３２１、３２２は、用紙を横にずらして集積するオフセット機
能を有しており、例えば、部単位で印刷するような場合に、部毎に横にずらして集積する
ことで、各部の境目が分かるようにすることができる。一方、トップトレイ３２０は、こ
のようなオフセット機能を有していない。
【００３０】
　これらのトレイの使用法としては、例えば、二つのスタッカトレイ３２１、３２２は、
その一方が満杯になった場合に、排出先を他方に切り替えて、その間に満杯となったトレ
イから印刷物を取り出すようにして、２つのスタッカトレイ３２１、３２２を交互に用い
ることで中断することなく連続して大量の印刷を行うことができる。また、トップトレイ
３２０は、サンプルページや少量の印刷物の排出に用いられることが多い。なお、図では
給紙部３０及び集積部３２は、それぞれ３つのトレイを有しているが、トレイの数はこれ
に限定されるものではない。
【００３１】
　後処理部３３は、印刷指示が後処理を含むものである場合、その印刷指示によって指定
された後処理を行うものである。後処理としては、例えば、複数枚の印刷物を綴じるステ
ープル処理、印刷物を折りたたむ処理、あるいは印刷物の端部等に穴を開けるパンチ処理
等があるが特に限定されるものではない。また、後処理の種類によっては、後処理は必ず
しも複数枚の印刷物からなる部に対して部単位で行われる必要はなく、部を構成する各印
刷物１枚ごとに行われることもある。
【００３２】
（第１の実施の形態の動作）
　次に、本発明の第１の実施の形態の印刷制御装置２の動作を図４を参照して説明する。
図４は、本発明の第１の実施の形態の印刷制御装置２の動作の一例を示すフローチャート
である。
【００３３】
　印刷制御装置２の障害検知部２０２は、印刷装置３から印刷装置３の状態を定期的に受
信し、その内容から印刷障害の発生を検知する（Ｓ１００）。
【００３４】
　障害の発生が検知されると、印刷制御装置２の印刷制御部２０１は、印刷装置３の印刷
実行を停止し、障害が除去された後、障害が発生した場所、障害の内容に応じた印刷再開
処理を行うよう印刷装置３を制御する。
【００３５】
　まず、印刷制御部２０１は、現在実行中の印刷指示は後処理を含んでいるか否か判断す
る（Ｓ１０１）。そして印刷指示が後処理を含んでいる場合には（Ｓ１０１；Ｙｅｓ）、
印刷再開後、最初に排出される部の前に白紙をオフセットして排出する（Ｓ１０２）。な
お、ここでは白紙をオフセットして排出するので、印刷物は集積部３２のオフセット機能
を有する排出トレイ（スタッカトレイ３２１、３２２のいずれか）に排出されているもの
とする。
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【００３６】
　図５に、再開位置を示すために最初に排出される部の前に白紙を挿入する様子を示す。
【００３７】
　図５に示すものは、後処理として、例えば３枚の印刷物を綴じる処理を行っているとき
、１部目４０の排出時に障害が発生した場合である（なお、図では印刷物の枚数を分かり
易くするために各部を綴じた状態では表していない）。図に示すように、印刷再開後、２
部目４２を排出する前に、再開位置を示す目印として白紙４１をオフセットして排出して
いる。
【００３８】
　各部は３枚で１部を形成し、３枚ずつ綴じられるようになっているが、１部目４０の排
出中に、例えば、２枚まで排出したときに障害が発生して印刷が停止したとする。このと
き給紙部３０あるいは印刷部３１で紙づまりが発生したというような障害の場合には、後
処理部３３には問題がないので、印刷再開後１部目４０の３枚目が排出されたところで３
枚そろった１部目４０を綴じて排出し、次の２部目４２を排出する前に、再開位置を示す
白紙４１をオフセットして排出する。
【００３９】
　あるいは、各部をそれぞれオフセットして排出するような設定になっている場合には、
１部目４０の２枚が排出された時点で障害が発生して印刷が停止した場合、印刷再開後そ
の２枚を綴じて排出した後、１部目４０の３枚目はそのまま排出し（各部を構成する枚数
がさらに多く、再開後に排出される１部目４０の残りが複数枚ある場合には残りも綴じて
排出される）、次の２部目４２が排出される前に白紙４１がオフセットされて排出される
。
【００４０】
　またあるいは後処理部３３において障害が発生して印刷が停止した場合には、印刷再開
後、１部目４０は後処理されずに排出され、次の２部目４２が後処理されて排出される前
に白紙４１がオフセットされて排出される。
【００４１】
　いずれにしても、正常に後処理が施されて排出される２部目４２の前に、再開位置を示
す白紙４１がオフセットされて排出される。従って、挿入された白紙４１が、障害が発生
した箇所、すなわち印刷が停止したときに排出中であった部を示す目印となる。このよう
に再開位置が確認でき、障害が発生した部がわかるので、その部の排出状態に応じて、必
要であればその部を再度印刷する等の処理が可能となる。
【００４２】
　また、図５に示した例では、再開位置を示す白紙４１をオフセットして排出したが、オ
フセット機能のない排出トレイ（いまの場合トップトレイ３２０）に印刷物を排出してい
る場合やオフセット機能を有していてもその機能を使用しない場合には、搬送方向に対す
る向きの異なる白紙を再開位置を示す目印として排出するようにしてもよい。また、今ま
で印刷に用いていた用紙とは異なるサイズの白紙や、予めサイズを指定した特定の用紙を
目印として排出するようにしてもよい。結局、目印として用いる用紙としては、排出トレ
イ上で今までに集積された用紙から少なくとも一部がはみ出すような用紙であれば用いる
ことができる。このように目印となる用紙を挿入することにより、後処理への影響を抑え
た上で、後処理を含む印刷指示で部単位で排出されている場合の部と部の境目としての再
開位置を確認することができる。
【００４３】
　このように印刷再開後、再開位置を示すために、次の部を排出する前に目印となる白紙
を挿入した場合には、通知部２０３は、その旨を通知する（Ｓ１０３）。この通知は、操
作表示部２３に表示される。
【００４４】
　例えば図６に示すように、「フィニッシングを指定したジョブのため、リカバリ後、最
初の部の前に白紙を挿入します。」というメッセージ４５として、再開位置を示す用紙が
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挿入された旨の通知が操作表示部２３に表示される。
【００４５】
　一方、印刷指示が後処理を含んでいない場合には（Ｓ１０１；Ｎｏ）、印刷再開後、通
常の再開処理が行われる（Ｓ１０４）。すなわち、排出トレイがオフセット機能を有して
いる場合には、再開後最初に白紙をオフセットして排出する。また、排出トレイがオフセ
ット機能を有していない場合あるいはオフセット機能を有していてもその機能を使用しな
い場合には、搬送方向に対する向きの異なる白紙、サイズの異なる白紙あるいは予め指定
されたサイズの白紙を排出して再開位置を示すようにする。
【００４６】
［第２の実施の形態］
　次に、本発明の第２の実施の形態について説明する。第２の実施の形態の装置構成は前
述した第１の実施の形態と同様である。そこで以下、第２の実施の形態の動作について説
明する。
【００４７】
（第２の実施の形態の動作）
　以下、本発明の第２の実施の形態の印刷制御装置２の動作を図７を参照して説明する。
図７は、本発明の第２の実施の形態の印刷制御装置２の動作の一例を示すフローチャート
である。
【００４８】
　印刷制御装置２の障害検知部２０２は、印刷装置３から印刷装置３の状態を定期的に受
信し、その内容から印刷障害の発生を検知する（Ｓ２００）。障害の発生が検知されると
、印刷制御装置２の印刷制御部２０１は、印刷装置３の印刷実行を停止し、障害が除去さ
れた後、障害が発生した場所、障害の内容に応じた印刷再開処理を行うよう印刷装置３を
制御する。
【００４９】
　まず、印刷制御部２０１は、現在実行中の印刷指示は後処理を含んでいるか否か判断す
る（Ｓ２０１）。そして印刷指示が後処理を含んでいる場合には（Ｓ２０１；Ｙｅｓ）、
印刷再開後、後処理が施されて最初に排出される部をオフセットして排出する（Ｓ２０２
）。なお、印刷物は集積部３２のオフセット機能を有する排出トレイ（スタッカトレイ３
２１、３２２のいずれか）に排出されているものとする。
【００５０】
　図８に、再開位置を示すために最初に排出される部をオフセットして排出する様子を示
す。
【００５１】
　図８に示すものは、後処理として、例えば３枚の印刷物を綴じる処理を行っているとき
、１部目５０の排出時に障害が発生した場合である（なお、図では印刷物の枚数を分かり
易くするために各部を綴じた状態では表していない）。図に示すように、印刷再開後、再
開位置を示す目印として、後処理が施された２部目５１をオフセットして排出している。
【００５２】
　各部は３枚で１部を形成し、３枚ずつ綴じられるようになっているが、１部目５０の排
出中に、例えば、２枚まで排出したときに障害が発生して印刷が停止したとする。このと
き排出中であった１部目に対しては、前述した第１の実施の形態と同様に障害が発生した
場所に応じた再開処理が行われる。
【００５３】
　本実施の形態では、１部目５０で障害が発生して印刷が停止した場合、印刷再開後最初
に排出される２部目５１をオフセットして排出して再開位置の目印とする。その後は３部
目５２以降を普通に排出していく。これにより再開位置がわかるので、印刷後、障害が発
生した１部目５０について確認し、必要であればこれを再度印刷するようにすればよい。
【００５４】
　このように印刷再開後、再開位置を示すために、次に最初に排出される部をオフセット
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して排出する場合には、通知部２０３は、その旨を通知する（Ｓ２０３）。この通知は、
操作表示部２３に表示される。
【００５５】
　例えば図９に示すように、「フィニッシングを指定したジョブのため、リカバリ後、最
初の部をオフセット排出します。」というメッセージ５５として、再開位置を示すために
次の部がオフセット排出された旨の通知が操作表示部２３に表示される。
【００５６】
　一方、印刷指示が後処理を含んでいない場合には（Ｓ２０１；Ｎｏ）、印刷再開後、通
常の再開処理が行われる（Ｓ２０４）。この場合後処理が行われないので、予め指定され
た再開処理が行われる。例えば、再開後最初に印刷される用紙をオフセットして排出する
。あるいは設定により、白紙をオフセットして排出したり、最初に印刷される用紙または
白紙を搬送方向に対する向きを変えて排出したり、大きいサイズの白紙を排出したりして
再開位置を確認できるようにする。
【００５７】
　このように本実施の形態のように、印刷再開後最初に排出される部をオフセットして排
出するようにしても、後処理を施して部単位で排出される印刷指示の実行においても障害
発生時の再開位置を確認することができる。
【００５８】
　なお、再開位置の目印としては、このように印刷再開後最初に排出される次の部をオフ
セットして排出する他に、次の部を搬送方向に対する向きを変えて排出するようにしても
よい。このように、「目印を挿入する」ことの中には、第１の実施の形態のように目印の
用紙を文字通り「挿入する」ものだけでなく、次の部自体をオフセットあるいは向きを変
えて排出することで目印とするものも含まれる。結局、部単位での後処理を含む印刷指示
の実行において、部単位での後処理に影響を与えない範囲で、停止後の再開位置を示す部
と部の境界を確認できる目印となればよい。
【００５９】
　以上、説明した各実施の形態においては、障害発生時における印刷再開処理の内容が予
め印刷制御装置２に設定されており、その設定に従って印刷再開処理が行われる。印刷再
開処理の設定は、例えば印刷システム１のオペレータ等によって予め行われるが、その設
定はオペレータによって適宜変更することができる。
【００６０】
　次に、印刷再開処理の設定について説明する。この設定は印刷制御装置２の操作表示部
２３を介して行われる。
【００６１】
　図１０に、操作表示部２３に表示されるＧＵＩ画面の一例を示す。
【００６２】
　図１０のＧＵＩ画面６０で、印刷再開処理において再開位置を示す目印を付与するため
の処理（これをリカバリオフセットという）を行う場合には、まず「リカバリオフセット
を有効にする」のチェックボックス６００にチェックを入れる。
【００６３】
　次に、再開位置を示す目印として何を用いるかを設定する。前述した第１の実施の形態
のように白紙をオフセットして排出する場合には、「白紙を挿入する」のラジオボタン６
０１を選択する。また第２の実施の形態のように次の部をオフセットして排出する場合に
は、「本文をオフセットする」のラジオボタン６０２を選択する。
【００６４】
　また後処理（フィニッシングジョブ）の設定として、後処理を含む印刷指示を実行して
いる場合に、印刷再開処理において再開位置を示す目印を付与するための処理を行わない
ように設定することもできる。この場合には、「リカバリオフセットを無効にする」のラ
ジオボタン６０３を選択する。
【００６５】
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　また、このとき印刷再開後最初の部をオフセットして排出するようにする場合には、「
次のセットをリカバリオフセットする」のラジオボタン６０４を選択すればよい。
【００６６】
　最後に「ＯＫ」ボタン６０５をクリックすると上で入力した設定が確定する。なお、上
記設定をやめる場合には「キャンセル」ボタン６０６をクリックすれば上で入力した設定
がすべて解除される。
【００６７】
　以上、本発明の様々な実施の形態について説明してきたが、本発明はこれらの実施の形
態のみに限定されるものではない。本発明は、これらの他にも本発明の趣旨を逸脱しない
範囲で種々な変形が可能である。例えば、印刷制御装置２が有する機能をコントローラと
して印刷装置３が有していてもよい。また例えば、上記実施の形態における印刷制御プロ
グラム２１０をＣＤ－ＲＯＭ等の記録媒体に記憶して提供するようにしてもよい。
【００６８】
　また、上記実施の形態で用いたプログラムをクラウドサーバ等の外部サーバに格納して
おき、ネットワークを介して利用することもできる。
【００６９】
　また、制御部２０を構成する各部は、それぞれ一部又は全部を再構成可能回路（ＦＰＧ
Ａ：Field Programmable Gate Array）、特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ：Application
 Specific Integrated Circuit）等のハードウェア回路によって構成してもよい。
【符号の説明】
【００７０】
１…印刷制御システム、２…印刷制御装置、３…印刷装置、４…端末装置、５…ネットワ
ーク、２０…制御部、２１…記憶部、２２…通信部、２３…操作表示部、３０…給紙部、
３１…印刷部、３３…後処理部、３２…集積部、４０、５０…障害が発生した１部目、４
１…オフセットして排出された白紙、４２…再開後最初に排出される２部目、４５、５５
…メッセージを表示する画面、５１…再開後最初にオフセットして排出される２部目、５
２…再開後排出される３部目、６０…印刷再開処理の設定を行うＧＵＩ画面、２００…印
刷指示管理部、２０１…印刷制御部、２０２…障害検知部、２０３…通知部、２１０…印
刷制御プログラム、２１１…印刷再開情報、３００…給紙トレイＡ、３０１…給紙トレイ
Ｂ、３０２…給紙トレイＣ、３２０…トップトレイ、３２１、３２２…スタッカトレイ、
６００…チェックボックス、６０１、６０２、６０３、６０４…ラジオボタン、６０５…
「ＯＫ」ボタン、６０６…「キャンセル」ボタン
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